資料３
任期途中による委員改選時における合議体の割り当てについて（案）
· 合議体の構成については、障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行令第４８条第１項に基づき、不服審査会の指名により決定することとなっている。

· これを踏まえて、過去には任期途中に団体の推薦変更等により一部の委員が交代した場合の合議体の構成についても、不服審査会総会を開催し議決いただいてきたところ。

· こうした場合の合議体の構成については、他の合議体を含めて構成を変更する理由がなく、これまでの実際の割り当てについては、前任委員の合議体に、後任委員を割り当てる取り扱いがなされてきた。
· このため、平成２２年度の不服審査会総会において、任期途中に推薦の変更等により委員が交代した場合、合議体の構成については、会長たる委員が交代したとき等特別な場合を除き、総会を開催するのではなく、上記の考え方に基づき、会長が決することとしたところ。
· 今後についても、上記の扱いと同様、会長が決することとする。
	障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律施行令（抄）

（合議体） 
第四十八条　不服審査会は、委員のうちから不服審査会が指名する者をもって構成する合議体（以下この条において「合議体」という。）で、審査請求の事件を取り扱う。
２　合議体のうち、会長がその構成に加わるものにあっては、会長が長となり、その他のものにあっては、不服審査会の指名する委員が長となる。


